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第２学年○組 学級活動（１）指導案 

日 時：令和６年○月○日（○）第○校時 

場 所：２年○組教室               

授業者：○○ ○○               

 

１  議題 「３学期の係を決めよう」（イ 学級内の組織づくりや役割の自覚） 

 

２  議題について 

⑴ 児童の実態 

本学級の児童は、明るく活発で、様々なことに興味をもち、楽しみながら取り組むことがで

きる。学習面では、読書や読み聞かせを楽しみ、どの授業にも真剣に取り組んでいる。当番や

係活動は、クラスの一員として自分の役割を果たそうとしている。休み時間は大人数で鬼ご

っこをして仲良く教室へ帰ってきたり、けがをした友達を心配したりする姿も見られるほど、

友達思いの児童が多い。しかし、中には、特定の児童としか仲良くできなかったり、自分から

友達に声をかける勇気がなかったりする児童もいる。授業での発表は、特定の児童に偏りが

ちであり、発表ができる人に任せてしまい意見を出さない児童が見られる。 

学級 会 アンケートを実 施したところ、「 たのしいから」 「お楽しみ会 ができるから」という理

由で学級会を楽しみにしている児童が多かった。学級会で自分の意見を言うことに関しては、

「 意見 を言 うことが恥 ずかしい」 「緊 張する」などの理 由 で意 見を言 うことができないとして

いる児童が少数いた。また、自分が出した意見も友達が出した意見も大切にしていると感じ

ている児童がほとんどであるが、意見を大切にするという実感があまりない児童も一定数い

ることがわかった。 

これらの結果から、本 学 級の課 題は、議題を自 分のこととして捉え、友 達の意 見をよく聞

き、みんなで意見をまとめたという実感を伴った学級会の運営である。多様な議題での話合

いを通して、学級活動は「自分たちでよりよい学級にしていくための活動」であることを実感

させていきたい。 

１学期の話合い活動では、「２年○組のクラスのうたをきめよう」「１学きがんばったね会を

ひらこう」などを行ってきた。本学級では、自分の考えをもち、友達の意見をよく聞いて折り

合いをつけながら、みんなが納得できるようにまとめていくことを大切にして活動を続けてき

た。学級会の回 数はまだ少ないが、計画委 員 を中心に協力して意 見 を出し、まとめようとす

る姿が見られるようになってきた。児童は、輪番制で回ってくる計画委員の仕事に意欲的で

ある。課題として、意見を出す児童が偏りがちであることや、めあてから話合いがずれてしま

うことがあげられる。意見を出すことを苦手とする児童も、自分の考えをもっている。どの児

童の考えも平等に扱うことができるように、様子を見ながら話合いを進めていきたい。 

 

⑵ 議題選定の理由 

本議題は、学級活動（１）「学級や学校における生活づくりへの参画」のイ「学級内の組織

づくりや役割の自覚」に関わるものである。「係活動を、みんなでよりよくしていきたい。」「係

活動を充実させて、楽しいクラスにしていきたい。」という、児童の提案によるものである。他

にも「２学きのお楽しみ会をしよう」や「クリスマス会をしよう」、「２年生でスポーツ大会をし

よう」という議題があがったが、１年間の係活動のまとめとして、３学期の係活動をみんなで

楽しく活動したいという理由で選定された。まず、前時に学級活動（３）「一人一人のキャリア

形成と自己実現」のイ「社会参画意識の醸成や働くことの意義理解」に関わる話合いを行

う。２学期中盤になり、これまでの係活動について振り返り、問題の発見や確認、解決方法を

話合い、決定し、改善して活動していく。次に、本時で３学期に学級に必要な係について考

え、決定し、役割を決める。学級生活を楽しく、より充実したものにするための係を考え、積

極的に係活動を行えるようにしたいという思いで、児童と共に選定した。３学期は１年のまと

めの時期である。一人一人が責任をもって楽しく活動できる係を考えさせていきたい。 
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３ 研究課題との関わり 

⑴ 研究課題 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

⑵ 研究の視点 

主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり 

～特別活動の「見方・考え方」を働かせた話合い活動の充実～ 

 

⑶ 研究課題解決のための視点と手立て 

視点 Ⅰ 自ら課題 を見 出し、適 切に議 題を設 定することで、児童 が当事 者 意 識をもって

主体的・対話的で深い学びを実現できる。 

手立て① 議題設定案カードの提示により、児童の議題設定をサポートする。 

手立て② 提案理由をキーワード化することで、自分たちの課題・話し合う理由が明確になる

クラス全員が当事者意識をもてるようにする工夫。 

視点Ⅱ 自分の思いを相手に伝えたり、相手の思いを受け取ったりする経験を積み重ね

れば、よりよい人間関係の形成や集団生活の構築に繋がる話合い活動になる。 

手立て① 話し手が安心して発表できる雰囲気を作るための聞き手の姿勢の工夫。 

手立て② 学級会ノートに児童が自信をもって発言できるように教師が励ましや助言をコメン

トする工夫。 

手立て③ 提案理由をキーワード化することで児童が自分の意見を伝えやすくする工夫。 

視点Ⅲ 話合 ったことを実践すれば自 分が集 団に参 画し、主体 的に関わろうとする姿勢

を醸成することができる。 

手立て① 実践を通して自分たちが成し遂げた達成感と喜びを共有し、振り返ることによって

次の実践に繋げる工夫。 

 

４  第１学年及び第２学年の評価規準 

よりよい生 活 を 

築 くための知 識 ・ 技 能  

集 団 や社 会 の形 成 者 としての 

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  

主 体 的 に生 活 や人 間 関 係 を 

よりよくしようとする態 度  

みんなで学級生活を楽しくする

ために他 者 と協 働 して取 り組

むことの意義を理解している。  

話 合 いの進 め方 に沿 った意 見

の発 表 の仕 方 や他 者 の意 見 の

聞 き方 を理 解 し、活 動 の方 法

を身に付けている。 

学 級 生 活 を 楽 し く す る た め

に、問 題 を発 見 し、解 決 方 法

について話合いの進め方に沿

って合 意 形 成 を図 り、仲 よく

助け合って実践している。 

学 級 生 活 を楽 しくするため

に、見通しをもったり振り返

ったりしながら、自己の考え

をもち、役 割 を意 識 し て集

団 活 動 に取 り組 もうとして

いる。 
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５ 事前の活動 

日 時 

活動の場 

児童の活動 

〇計画委員会●全員の活動 
指導上の留意点 

◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

○月 ○日 （ ○）  

昼休み 

○議題選定する。 
●全員で議題を決定する。 
〈提案された議題〉 
①３学きのかかりをきめよう 
②２学きお楽しみ会をしよう 
③クリスマス会をしよう 
④２年生でスポーツ大会をし

よう 

・議題選びの視点を
念頭に置いて選定
するように指導す
る。 

◎学級生活をよりよく
するために、進んで
議題を考えたり、選
んだりしようとして
いる。【態】  
（提案カード 

・観察） 

○月 ○日 （ ○）  

昼休み 

○活動計画の作成をする。 
（提案理由、めあて、話し合
うこと、役割分担） 

 
 

 
 

・前回までの話合い
を生かす視点をも
てるようにする。 

・決まっていることの
内容は教師と共に
設定する。 

◎計画委員の役割、話
合い活動の進行の
仕方について理解し
ている。【知・技】  
（活動計画 

・観察） 

○月 ○日 （ ○）  

○校時 

〇話し合うことを全員に知ら
せる。 

●学級会ノートに自分の考
えを記入する。 

・前回までの話合い
を生かす視点をも
てるようにする。 

・提案理由に沿った
意見が書けるよう
助言する。 

◎議題について、自分
事として捉え、自分
の考えを持とうとし
ている。【態】  

（学級会ノート 
・観察） 

○月 ○日 （ ○）  

昼休み 

○全員の学級会ノートに目
を通し、書かれた意見を整
理する。 

〇出された意見をまとめ、短
冊の用意を行う。 

・話合いの見通しをも
てるように、あらか
じめ短冊に記入さ
せておく。 

 

○月 ○日 （ ○）  

昼休み 

〇リハーサルを行う。 ・話合いの進め方や
意見のまとめ方を
確認させる。 
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６ 本時の展開 

⑴ 本時のねらい 

自分の意見に簡単な理由をつけて発表したり、友達の意見をよく聞いたりして、一人一人
が責任をもちながら楽しく活動できる係を考えることができるようにする。 

⑵ 児童の活動計画（学級会ノート）  

がっきゅうかい けいかくノート 

だい○回      ○月○日（○）  ○じかん目 

ぎだい ３学きのかかりをきめよう 

ていあんりゆう ２学きのかかり活どうの見直しをしたときに、「わすれずに活どうで

きた」 「 友だちときょう力できた」 「 楽しく活どうできた」とかんじてい

る人が少なかった。 

はんせいをいかしながら、みんながきょう力して、楽しく活どうでき

るかかりをきめる。 

そうすることで、３学きのかかりは、みんながきょう力して、楽しく活

どうできるものになり、みんなで楽しい２ 年１組をつくることができる

と思う。 

ぜんたいのめあて みんながきょう力して、楽しく活どうできるかかりを考えよう。 

きまっていること ・かかりは６つ～７つきめる。 

・１つのかかりはできるだけ３人以上。 

やくわり しかい（        ） （         ）ノートきろく（        ）  

こくばんきろく（        ） （        ）  

はなしあいのじゅんじょ じかん 気をつけること 
よういするも

の 

１  はじめのことば 

2  クラスのうた 

３  けいかくいいんのしょうか

い 

４  ぎだいのかくにん 

５  ていあんりゆうのかくにん 

６  めあてのかくにん 

７  きまっていることのかくに

ん 

８  せんせいのはなし 

 

１０分 

・聞きやすい声の大きさ、はや

さで言う。 

・自分のめあてを言えるように

しておく。 

・話し合うないようをクラスぜ

んいんでかくにんする。 

・ていあんりゆうの大切なぶぶ

んとキーワードを先生とかく

にんする。 

・ノートきろくとうち合わせをし

ておく。 

・きまっていることのかくにん

をする。 

・学きゅう会ノ

ート 

・スケッチブッ

ク 

・学きゅう会グ

ッズ 

９  はなしあい 

はしら１ 

「どんなかかりをつくるか」 

 

15 分 

・こくばんきろく、ノートきろく

をとりながらすすめる。 

・時間をかくにんしながらすす

める。 

・たんざくをつかいながらすす

める。 

・いけんが出なくなったらまわ

・たんざく 

・タイマー 
はしら２ 

「かかりのぶんたんをきめよう」 
1２分 

はしら３

「               」  

   

分 
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りと１分くらい話し合う時間

をとる。 

１０ きまったことのはっぴょう 

１１ ふりかえり 

１２ 先生のおはなし 

１３ おわりのことば 

 ８分 
・ノートきろくはきまったことを

わかりやすくはっぴょうする。 
 

 

⑶ 教師の指導計画 

活動の計画 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

１ はじめの言葉 

２ クラスの歌 

３ 計画委員の紹介 

４ 議題の確認 

５ 提案理由の確認 

６ めあての確認 

７ 決まっていることの 

確認 

８ 話合いのめあての確認 

（先生の話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９  話合い 

話し合うこと① 

「 ど ん な か か り を つ く る

か」 

 

話し合うこと② 

「かかりのぶんたんをきめ

よう」 

 

10 決まったことの確認 

 

11 振り返り 

 

 

・ 計 画 委 員 は自 分 のめあてなど

が言えるようにはげます。 

 

 

 

 

 

 

・ 提 案 者 の思 いや願 いを学 級 全

員 が理 解 した上 で、話 合 いに

参加できるように、助言する。 

・ 提 案 理 由 の中 のキーワードを

押 さえ、話 合 いの指 針 となる

ように意識付けを行う。 

・ 一 人 一 人 が責 任 をもちながら

楽 しく活 動 できる係 を決 める

ことを確認させる。 

・ 意 見 を分 類 したり、整 理 したり

する視点をもたせる。 

・比べ合う段階から進めるように

する。（追加の意見があるか確

認をする） 

 

 

・ 出 し合 う段 階 から行 う。（ 柱 ①

での話合いをもとに） 

 

 

・ 話 合 いでの決 定 事 項 を明 確 に

する。 

・ よかった点 や課 題 について自

己 評 価 し、次 回 以 降 の話 合 い

に生かせるように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎簡 単 な理 由 をつけて考 え

を発 表 したり、友 達 の意

見 を受 け入 れたりしなが

ら、合 意 形 成 を図 ろうと

している。 

【思・判・表】（観察） 

◎友 達 の意 見 を聞 き取 り、

よりよい話 合 いになるよ

う考えようとしている。 

【態】（観察） 
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12 先生の話 

 

 

 

 

 

13 おわりの言葉 

・先生の話の内容 

①合 意 形 成 したことへの価 値 付

けや児童の称賛 

②今後の課題 

③計画委員へのねぎらい 

④実践への見通しと意 欲付け等

を簡単に述べる。 

◎話 し合 ったことを振 り返

り 、 ノ ー ト に 記 入 し て い

る。 

【態】（観察・学級会ノート）  

 

 

 

 

 

７  事後の活動 

日 時 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

【○月○日（○）】  

 

 

 

【○月○日（○）】  

 

 

 

【○月○日（○）】  

・ 決 ま っ たこと を学

級会コーナーに掲

示する。 

・ 係 の 表 を 作 成 す

る。 

 

 

 

・係活動開始 

・ ３ 月 に 、 係 ご と に

活 動 の 振 り 返 り

をする。 

・ 決 まったことをわかり

やすく書くように助言

する。 

・３ 学期の係 について話

し 合 っ た時 の提 案 理

由 を振 り返 りながら、

係 活 動 の仕 事 や計 画

分担を決めていく。 

 

 

 

 

 

◎係活動の充実のため

に 、 友 達 と 協 力 し な

がら、活 動 計 画 を立

て て い る 。 【 態 】 （ 係

の表・観察） 

 

 

８  板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９  備考 在籍児童数 ○人 

第
六
回 

学
級
会 

議
題 

三
学
き
の
か
か
り
を
き
め
よ
う 

決
ま
っ
て
い
る
こ
と 

・
か
か
り
は
六
つ
〜
七
つ
き
め
る
。 

・
一
つ
の
か
か
り
は
で
き
る
だ
け
三
人
以

上
。 

 

話
合
い
の
柱
① 

 

ど
ん
な
か
か
り
を
つ
く
る
か 

 

           

話
合
い
の
柱
② 

か
か
り
の
ぶ
ん
た
ん
を
き
め
よ
う 

  


